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苫小牧市立凌雲中学校 

学校だより 

第１３号 

令和７年３月２４日（月） 

胸 を 張 り 

理想にもえる健康人 

肩 を 組 み 

平和で民主的な社会人 

賢 く 正 し く 

正義を愛し創造性豊かな文化人 

や り 通 そ う 

意志の強固な実行人 
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未来に向けて希望の春に 
                                                            凌雲中学校長 細部 善友 

雪解けも進み、本格的な春の訪れが感じられる頃となりました。保護者並びに地域の皆様には、この一年

間、本校の教育活動に一方ならぬご支援を賜りまして、誠にありがとうございました。おかげをもちまして

本日、令和６年度の教育活動を大過なく終了することができました。 

 さて、去る 14日には、第 69回卒業証書授与式を 

挙行し、76名の卒業生を送り出しました。式では、 

卒業生が、涙に声を詰まらせながら読み上げる在校 

生代表の贈る言葉に涙したり、後輩たちの合唱を嬉 

しそうな笑顔で聞き入っていたりする姿に、本校生 

徒の心根の優しさと成長の跡を見ることができ、校長としても大きな喜びと感動を味わうことができまし

た。こうした姿に触れ、生徒たちの大きな可能性を実感するとともに、その可能性を伸ばす私たちの責務の

重さに、改めて身の引き締まる思いがいたします。 

 本日の修了式では、式辞の中で生徒たちには「できなかった自分も大切にしてほしい」と話しました。人

には必ずといっていいほど得意と不得意があります。大人としては、できることなら不得意をなくしてほし

いと願うところではありますが、私たち大人もどこかに自分の得意を生かして生活しているのではないで

しょうか。できなかった自分を大切にしてほしいというメッセージは、できないことに劣等感を感じて自分

の個性をゆがめてしまうことがないようにという思いを込めたものです。自分の不得意を認め、受け容れた

上で、それを克服して新たな高みを目指すもよし、自分にできることや得意なことに着目してそれを磨き続

けることもよし、これから自分らしい生き方を模索してほしいということを伝えたつもりです。 

 本校は、生徒たちがこれからの時代を自分らしく生き抜く力を身に付け、可能性を最大限伸ばせるよう、

これまでの成果と課題、お寄せいただいたさまざまなご意見を踏まえてより一層、教育活動の充実を求めて

まいります。ご家庭におかれましても、春休みはぜひ、これまでの学校生活を振り返るとともに、これから

の生き方についてお子さんとご一緒にお考えいただければ幸いです。 

 



 

 

 

 ３月１４日（金）、７６名の卒業生が、在校生・保護者・教職員に見送 

られて学び舎を巣立ちました。凌雲中学校の伝統を引き継ぎ、色々な場面 

で学校を盛り上げてくれた３年生。それぞれの『道』で輝いてくれること 

を期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の予定 
１（火）学年始休業 ～７日（月） 
８（火）着任式・始業式（給食なし） 
９（水）入学式 
    ２・３年生給食開始 

１０（木）身体測定（２・３年生） 
     １年生給食開始 
     生徒会説明会 
１１（金）身体測定（１年生・４組） 
     学力テスト（全学年） 
１４（月）全国学力・学習状況調査（３年生） 
    （理科・生徒質問調査） 
     学級写真撮影（全学年） 
１７（木）全国学力・学習状況調査（３年生） 
    （国語・数学） 
     市内統一テスト（１・２年生） 
１８（金）認証式 
     中央・常任委員会 
２１（月）職員会議 
２３（水）避難訓練 
     タブレット設定（１年生） 
２４（木）生徒総会議案審議 
２５（金）参観日（全学年） 
     PTA総会 
２９（火）昭和の日 
※変更になる場合があります。 

教頭 加藤 博之：室蘭市立桜蘭中学校へ 

生徒の皆さんが、安心して楽しく通える凌雲中。保護

者の皆様が、安心してお子さんを通わせられる凌雲中。

地域の皆様に愛される凌雲中を目指し、３年間勤務させ

ていただきました。至らぬ点が多々あったと思いますが、

皆様の優しさにたくさん支えていただき、ありがとうご

ざいました。心より感謝いたします。 

教諭 柏﨑 理：苫小牧市立青翔中学校へ 

凌雲中学校では６年間お世話になりました。素直で明

るい生徒が多く、楽しい時間を過ごすことができました。

２年間の４組での経験や、２回の卒業担任の経験は私自

身の大きな財産になりました。凌雲中学校では「よさこ

いや合唱が伝統です」ということをよく聞きますが、そ

の素晴らしい伝統を引き継ぎ、より発展させていってく

ださい。環境が変わることで不安なことも多いですが、

また一つずつがんばっていきたいと思います。本当にあ

りがとうございました。 

 

 
教諭 佐藤 瞬：伊達市立伊達中学校へ 

早いもので、私がこの凌雲中学校にやって来てからも

う４年が経ちます。初めての街、初めての学校、初めて

出会う方々。初めてのことだらけで、緊張しながら赴任

したことを覚えています。しかし凌雲中学校の皆さんは、

私のそんな気持ちを吹き飛ばすくらいに明るく、温かい

気持ちのある人たちでした。４月から私はこの学校から

離れてしまいますが、この４年間を忘れず頑張っていき

たいと思います。皆さん、ありがとうございました。 

 

教諭 髙井 耕介：苫小牧市立啓北中学校へ 

６年間本当にお世話になりました。３０年前、中学生

として生活した学び舎で、子どもたちとともに過ごした

６年間はかけがえのないものでした。また、保護者の皆

様や地域の方々、当時の先輩や仲間など多くの方々に支

えていただき今日を迎えることができました。 

４月からは啓北中学校での勤務となりますが、教師と

してだけではなく凌雲中学校の卒業生としても子どもた

ちのさらなる成長とご活躍を祈っております。改めて、

６年間本当に有り難うございました。 
 

 
養護教諭 松橋 弘子：苫小牧市立沼ノ端中学校へ 

コロナ旋風とともに凌雲に赴任し生徒とのかかわりに

も不自由さのある年をすごしました。保健室での対応も

最小限となり保護者の方々にはご不便やご迷惑をおかけ

しました。早退のお迎えの時に保護者の方々と交わせた

ほんの少しの会話にほっとしたことも多く感謝しており

ます。周りを気遣って行動し、地道に努力する生徒の皆

さんと一緒に過ごし成長を見させてくれて、本当にあり

がとう。みんな素敵でした。 

 

【お知らせ】 

中澤佑介教諭が４月から１年間育児休暇に入ります。 


